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研究成果の概要（和文）：　カリフォルニア大学バークレー校での現地調査を行い、コロナ時代における米国の
大学に勤めた外国人教員の生活や仕事の状況を把握した。Zoomを通じて国内外の研究者と複数回のワークショッ
プを開催し、各国の外国人教員の特徴や課題を比較分析。また、『Higher Education Quarterly』誌に特集を寄
稿し、国際会議で研究成果を発表。米国や日本、中国の大学で働いた外国人教員や研究者の役割や直面した課題
の分析に関する成果を多言語で公開し、広く共有した。

研究成果の概要（英文）：Field research was conducted at the University of California, Berkeley to 
understand the living and working conditions of foreign faculty during the COVID era. Multiple 
workshops were held via Zoom with domestic and international researchers to compare and analyze the 
characteristics and challenges of foreign faculty from various countries. Additionally, a special 
feature was contributed to the "Higher Education Quarterly" journal, and research results were 
presented at international conferences. The findings on the roles and challenges faced by foreign 
faculty and researchers working at universities in the U.S., Japan, and China were published in 
multiple languages and widely shared.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究は、国際化が進む中で、外国人大学教員や研究者の日本での役割と貢献を明らかにすることを目指して
いる。これにより、教育や研究の質の向上、国際的なネットワークの構築、そして日本の国際競争力の強化にど
のように寄与しているかを探る。具体的には、アメリカ、イギリス、オランダ、オーストラリア、アジア諸国な
ど、多国籍の事例を比較し、外国人教員がもたらす教育と研究活動の特性を分析する。また、これらの成果を踏
まえて、効果的な外国人教員の採用策や活躍を促進するための政策提言も行う。この研究は、グローバルな視点
を持ちながらも、日本の教育機関が直面する課題に対する解決策を提案することにも注力している。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 

 

知識基盤社会の進展に伴い、高度人材を確保する必要性が増大している。例えば、OECD(経済

協力開発機構)が、2001 年 6 月に Seminar on International Mobility of Highly Skilled 

Workers をテーマとする会議をパリで開催し、その会議において、21 世紀における国際的な人材

の移動問題と行動を取り上げ、その成果が、2002 年に報告書「International Mobility of the 

Highly Skilled」として公表された。日本においても、中央教育審議会が平成 12 年度に「グロ

ーバル化時代に求められる高等教育のあり方について」（答申）を公表し、その中で、グローバ

ル化の進展を受け、優秀な外国人教員と研究者の積極的採用を進め、日本の大学や企業のさらな

る国際化を図る必要性が謳われた。また第 5期科学技術基本計画においても、「優れた外国人研

究者を受け入れ、活躍を促進していくことは、国際的な研究ネットワークを一層強化するととも

に、多様な視点や発想に基づく知識や価値を創出する観点から重要である」と強調されている。

さらに、平成 25 年 5 月 17 日、世界に勝てる大学改革の一環として、安倍総理が「成長戦略第 2

弾スピーチ」の中で示した「国立の 8 大学で、今後 3 年間の内に、1500 人程度を、世界中の優

秀な研究者に置き換えます。これにより、外国人教員を倍増させます。」とのスピーチを日本ア

カデメイアで行った。この内容は、その後の「スーパーグローバル大学創成支援」の内容を支え

るものであった。 

 これらを踏まえて、本研究では、以下の４点の研究課題の核心をなす学術的「問い」を考えて

いる。第一に、ポスドクを含む外国人大学教員・研究者が所属する学部・学科、そして大学全体

や研究機関、企業にもたらす外国人大学教員・研究者の役割、特に最大の貢献はどのようなもの

なのか？具体的には、彼らによる日本の大学教育活動、研究活動、国際的ネットワークの構築、

日本全体の国際的競争力の向上への役割と貢献がどのようなものがあるか？第二に、国際比較

研究と実証的研究に基づいて、今後どのような外国人大学教員・研究者を採用すべきか？第三に、

彼らの役割と貢献をどのようにすれば効果を最大化できるか？最後に、非英語圏諸国において、

どのような制度を策定し、優秀な外国人大学教員・研究者の採用と活躍が促進できるか？ 

 
２．研究の目的 
 
本研究では、近年の外国人大学教員・研究者の役割と貢献に関する学説と先行研究を整理しつ
つ、アメリカ、イギリス、オランダ、オーストラリア、中国、韓国、シンガポールにおける外国
人大学教員・研究者の役割と貢献、その特徴及び類型に関する比較的研究を行う。本研究は、海
外の代表的な大学へのインタビュー、そして共通項目を設定した質問紙調査とインタビューに
よる国内の実態調査を通して、日本の外国人大学教員・研究者、公的研究機関・非営利団体・企
業等に所属する外国人研究者（ポスドクも含む）がもたらす役割と貢献を解明し、戦略的な提言
を行うことを目指すものである。 
 
 
３．研究の方法 
 

本研究は、海外協力研究者と共同で、関連諸国・地域における行政および行政機関関係者、外

国人大学教員・研究者が所属する大学の管理者と同僚を対象に、主に共通の調査票に基づく面接

調査を実施する。これらの比較的研究に関する知見を参考に、アンケート調査と聞き取り調査に

基づいて、日本における外国人大学教員・研究者（ポスドクも含む）の役割と貢献に関する特性

を解明する。 



具体的にはまず、先行研究の検討を通して国際的人材の移動や大学教授職、研究者の国際化に

関する理論を整理し、世界的動向をマッピングする。その上で、日本との比較の上で有効で、か

つ、外国人大学教員・研究者の採用と活躍が盛んに進められている国として、アメリカ、イギリ

ス、オランダ、オーストラリア、中国、韓国、シンガポール、香港を対象に、各国・地域の外国

人大学教員・研究者の役割と貢献の実態を考察する。これらの大学の事例を取り上げ、外国人大

学教員・研究者の役割と貢献の効果と課題、当該国の国際的研究と教育の通用性の向上と国際的

競争力の向上との関係に焦点をあてて、日本の大学にとって参考になる点について比較研究を

行う（図１参照）。 

図１ 分析枠組み 

 
４．研究成果 
 

本研究では、主に以下の研究成果が挙げられる。 

（1）外国人研究者は日本の研究機関や企業で高い影響力を持つプロジェクトに従事しており、

革新的な技術やソリューションの開発に寄与している。具体的には、先端電池技術の進展や医薬

品開発など、多岐にわたる分野での貢献が見られる。（2）外国人研究者は文化的および言語的

な障壁を克服するためにさまざまな挑戦を経験している。言語トレーニング、メンタリングプロ

グラム、ネットワーキングの機会などの支援メカニズムが整っている機関では、彼らの潜在能力

を十分に活用することができる。例えば、研究機関や企業が提供する日本語教育や文化適応プロ

グラムが、外国人研究者のスムーズな職場適応を助けている。 

本研究の成果は、国際的な才能を引き付け、維持するための戦略を策定する上で重要な示唆を

与えている。具体的には、以下の点が強調されている。 

（1）外国人研究者の採用においては、個々の研究者が持つ多様な動機や背景を理解し、それに

対応した柔軟な採用戦略が求められている。（2）外国人研究者がその能力を最大限に発揮でき

るよう、包括的で支援的な職場環境を整えることが重要である。これには、言語や文化に対する

支援だけでなく、キャリアパスの明確化や公平な評価制度の導入も含まれている。（3）国際的

な人材が持つ独自のスキルや視点を活用することで、組織全体のイノベーション力や競争力を

向上させることができる。特に、多様な背景を持つ研究者が新しい視点やアイデアをもたらし、

研究活動の質を高めることが期待されている。 

本研究の成果は、日本の大学、公的研究機関、企業が国際的な研究者を効果的に活用し、グロ

ーバルな競争力を維持するための具体的な方策を提供するものであり、今後の政策立案や実務

において貴重な指針となるだろう。 
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